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分析には、岡山県総合畜産センターにおいて 1994 年 4 月から 2007 年 3 月の間に飼育されたおかやま黒豚の種雄豚 38
頭および種雌豚 121 頭からの合計 4,773 頭(雄 2,458 頭、雌 2,315 頭)の記録を用いた。また繁殖形質として種雄豚 31 頭か





て、2 形質選抜が 3 形質すべての形質を含む選抜よりも高い反応が得られた。この 3 形質選抜における選抜反応が低い理
由には、選抜基準形質間の相反する遺伝相関に起因していると考えられる。一方 2形質選抜については、W60およびLEA60
を選抜基準にした選抜が高い反応を示し、この時の相関反応も高い反応を示した。これらの結果は、60 日齢の選抜には
W60 および LEA60 の 2 形質選抜を用いることが効果的であることを示唆している。 
生体の背脂肪厚と屠体の皮下脂肪厚間の遺伝相関は高く、屠殺前の背脂肪厚を減少するように改良を行うと屠体の皮
下脂肪厚を減少させるという非常に好ましい遺伝的関係がみられた。しかし、生体(LEAF)と屠体のロース芯面積(LEAC)


















て，超音波測定装置による 60 日齢時の背脂肪厚またはロース芯面積を含めた 2 形質による選抜基準の
有用性が明らかになった。したがって，これらの形質を選抜基準に含めることにより，産肉効率の向上
が可能になることが示された。 
生体の背脂肪厚と屠体の皮下脂肪厚間の遺伝相関は高く，生体の皮下脂肪厚が減少するように改良す
ると屠殺前の背脂肪厚を減少させるという非常に好ましい遺伝的関係がみられた。しかし，生体と屠体
のロース芯面積間の遺伝相関はやや低く，測定方法の改善が必要であると考えられた。 
生時一腹総体重と他の形質間の遺伝相関は報告例が少ないが，離乳時体重，60 日齢における体重，ロ
ース芯面積および終了時到達日齢に対する遺伝相関は，生時一腹総体重を増加するように改良を行うと，
体重およびロース芯面積が増加し，終了時の到達日齢が早くなるという好ましい関係にあることが明ら
かになった。 
 以上の結果は，おかやま黒豚の生産を推進する岡山県の畜産業に貢献するだけでなく，60日齢
という比較的成長初期における測定形質の重要性，子豚への早期給餌開始が及ぼす育種指標への
望ましい影響など新しい知見も得られた。ゆえに富山雅光氏は自然科学研究科の博士（農学）の
学位を受ける資格があると判定した。 
